シンポジウム男女共同参画による防災・減災・復興・支援戦略とは (平成17年度女性の学習国際フォーラム「災害と女性のエンパワーメント」) by 相川 康子 et al.











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  清　原　桂　子 （兵庫県理事）
　　②「ジェンダー視点から見たバングラデシュにおけるサイクロン被害」
  ジーン・デカナ （国連婦人開発基金東・東南アジア地域事務所長）
　　③「女性の自立支援と女性の参画～インドネシア・アチェでの活動から」





　  ジーン・デカナ （国連婦人開発基金東・東南アジア地域事務所長）
  池　田　恵　子 （静岡大学助教授）
  小　宮　恵理子 （内閣府男女共同参画局総務課）
　　《コーディネーター》 古　沢　希代子 （東京女子大学助教授）
　◎第2分科会「被災地の女性～一人一人のエンパワーメントのために」
  ノルマ・スサンティ （人道のための女性ボランティアヒーリング・プログラムマネージャー）
  川　畑　真理子 （とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ相談担当主任）
  正　井　礼　子 （ウイメンズネット・こうべ代表）
  大　島　煦美子 （㈶新潟県女性財団理事長、㈶新潟県中越大震災復興基金理事）
　　《コーディネーター》 松　野　明　久 （大阪外国語大学教授、日本インドネシア NGO ネットワーク代表）
　◎第3分科会「災害復興における女性の参画」
  シェリル Ｌ. アンダーソン （ハワイ大学災害・気候・環境プログラムディレクター、ジェンダーと災害ネットワーク）
  池　上　清　子 （国際連合人口基金東京事務所長）
  角　崎　悦　子 （アジア防災センター主任研究員）
　　《コーディネーター》 相　川　康　子 （神戸新聞社論説委員）
〈18：00－19：30〉 情報交換会
12 月 11 日（日）
〈9：30－12：00〉 シンポジウム　「男女共同参画による防災・減災・復興・支援戦略とは」
　　《パネリスト》 ノルマ・スサンティ （人道のための女性ボランティアヒーリング・プログラムマネージャー）
  シェリル Ｌ. アンダーソン （ハワイ大学災害・気候・環境プログラムディレクター、ジェンダーと災害ネットワーク）
  松　野　明　久 （大阪外国語大学教授・日本インドネシア NGO ネットワーク代表）
  池　田　恵　子 （静岡大学助教授）
  大　島　煦美子 （㈶新潟県女性財団理事長、㈶新潟県中越大震災復興基金理事）
　　《コーディネーター》 相　川　康　子 （神戸新聞社論説委員）
も大事なのですが、男女共同参画に向けた取り組みの
あらゆることも、被害を拡大させない備えになると
思っています。被災後の救援ボランティアから始まっ
た災害救援の NPO が、最近「防災とはいわない防災」
というキャッチフレーズを打ち出しました。池田さん
もおっしゃいましたが、防災を孤立させたり、特別視
したりするのではなくて、まちづくりの取り組みとか、
人権擁護の取り組みなど、すべての理念に据えるとい
う意味かと思っています。私も被災後10年を迎えた
地域で、日々この「防災とはいわない防災」を念頭に
仕事をしています。
　2時間半の長丁場を、皆さまのご協力で、無事に終
えることができました。最後に同時通訳を担当された
方々に、お礼の拍手を送りたいと思います。パネリス
ト、通訳、それからフロアの皆さんにも感謝の意を表
明して、私の任を終わらせていただきたいと思います。
